
の 今 と こ れ か ら に つ い て 

保護者・教育関係者の皆様へ
ひ ま 部 



全ての人に居場所を作りた

僕 た ち が S N S を 作 る 理 由

い





いじめ、不登校、自殺といった社会問題。
将来の夢や、進路といった人生を左右する決断。
毎日感じる幸せや、寂しさ。

その全てに人間が関わっていると僕たちは考えています。

生まれた場所や時期で決まってしまう「運」で作られた人間関係ではなく、
本当に信頼できる仲間、本当にやりたいことが見つけられる場所
そういった毎日が彩りあふれるような世界を作ることが僕たちの役目です。

の存在意義ひま部



あまり人に言ってないのですが、私
は一時期ストレスで意識を失って倒
れたり吐いたりしていました。悩み
事や学校、家でのストレスが溜まっ
て溜まって、友達も少ないので相談
する人もいなくて、その事でまたス
トレスが溜まって、、、
この繰り返しで、限界が来た時にば
たりと、、ストーブに腰強打しまし
よ (　˙-˙　)
その時みんな悩みをすごい聞いてく
れて、泣きそうになりました。

Aさん（10 代）ユーザーの声

てか泣きました！笑
SNS は危ない世界だってわかってる
けれど SNS だから良いこともある
んだなって。救ってくれたひま部、
ひま部員に感謝です (*^^*)
ひま部が大好きです。運営さんも大
好きです。いつもありがとうござい
ます。
そしてこれからもよろしくね
ひま部はいい人がいっぱいであたた
かいです。



B さん（10 代）

いじめられて苦しい時、悲しくて泣
きたい時、そんな時に何時も寄り
添ってくれる人はひま部に居ます。
学校不登校な私はひま部でいろんな
人と話して、共通の話題が見つかっ
て仲良くなったらなんども通話し
て。そんな日々が楽しいと思えるの
はひま部のおかげです。本当にひま
部愛しています。ありがと。

ユーザーの声



Cさん（10 代）ユーザーの声

1日の半分はひま部に尽くしてます。
ひま部で色々な人と出会えた。馬鹿
なやつがいっぱいいるけど、そんな
馬鹿と仲良くなれて本当に嬉しいで
す。それからもひま部を続けるし、
ひま部もアルパカさんも応援してま
す。引きこもりだった僕を笑顔にさ
せてくれてありがとう。



なぜ SNS なのか？
この国の悲しい話。15-39 歳までで人が死ぬ理由の第一位は自殺です。
これだけ文明が進んだ世の中で、学校や会社といった場所に紐づく
逃げ場のない狭い人間関係は、
いじめ・迫害・虐待を生み続けています。

こんなこと、絶対におかしい。

僕たちはインターネットを通じて、
少しでも多くの人に
居場所を届けることが
できるのが SNSだと信じています。



なぜ SNS なのか？
SNSが防ぐのは孤独からくる問題を解決するだけにとどまりません。

トレンドを作り、情報の格差を無くし、人がより良いものを知る
キッカケを作ります。友達、ゲーム、音楽など、
出会いがなければ知り得なかった小さな幸せを
発見することが出来ます。ただ、SNSは
こうした、いい面だけではないのは確かです。

僕たちはユーザーの安全性を守るため、
あらゆる手をつくし施策を行って
まいります。



のための対策トラブル防止

人的パトロール
AI（人工知能パトロール）
通報対応
機能制限
ユーザーへの啓発活動
外部機関からの協力体制
大学研究機関との共同研究



タイムラインやユーザー情報等の公開情報をおよそ
30名体制 (2019年4月現在) で 365日・24時間人的監視　

 人的パトロール



不適切なコンテンツ をAIが自動で削除・非表示

AI (人工知能)によるパトロール



全ての通報を弊社の人員が目視で確認・対応
通報対応



機能制限 年齢確認を行い境目を正確に

世代を跨いだ個人間チャットの禁止



機能制限
検索機能の制限 

写真送信機能の制限

URL投稿禁止ビデオ通話の制限 

QRコード投稿禁止



ユーザーへの啓発活動
啓発についてイベント登壇等により促進 



警察

外部機関からの協力体制

協力体制
へ スムーズな

の構築



との共同研究
大学の研究機関と共同で

トラブルを防止する施策を研究しています

東京大学
矢谷先生

東京大学
鳥海先生

明治大学
中村先生

大学研究機関



東京都港区赤坂 8-12-14 
UIW乃木坂 3F

03-6721-1076
info@nanameue.jp

Tel
Mail

nanameue, Inc.

お問い合わせ


